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１．試運用フェーズ３の概要（１／３）

〇 本格運用直前であることを考慮し、フェーズ２の内容に加え、以下を実施する。
なお、フェーズ３は、2019年度の第３四半期、第４四半期に２分し、都度検証を
行う。

（１）検査に対する習熟及び理解の深化

a.本格運用と同等な負荷の日常検査の実施（全事務所）

サンプル数を本格運用時と同じに設定するなどして、各規制事務所での日常検
査を行う。

b.チーム検査実施の拡大（本庁、全事務所）

これまで柏崎刈羽原子力発電所及び大飯発電所で実施してきたチーム検査につ
いて、全ての原子力施設を対象に実施する。ただし、検査官リソースや事業者
活動の有無等を考慮し、全施設で全チーム検査を網羅するのではなく、効果の
ある検査ができるよう計画する。

（２）評価関係

a. 総合的な評定対象の拡大 （本庁）

事業者単位で総合的な評定を実施。ただし、令第４１条非該当使用者及び核原
料物質使用者などの検査対象が少ない施設については実施しない。

b. 模擬「異議申し立て会合」（アピールパネル）の実施

（本庁、対象事業者）



（３）制度運用プロセス

a. 定検時における報告手続きの模擬（本庁、全関連事業者）

b. アクションマトリックスを用いた追加検査の計画と実施（本庁）

（安全重要度の高い指摘事項が無い場合には、過去事例等を用いて、模擬的な

意思決定並びに検査計画立案を実施）

（４）核燃料施設等の検査の精査

a. 令第４１条非該当使用者及び核原料物質使用者に対する試運用

（本庁、一部事務所）

（５）抽出された課題への対応

a. SDPの整備（特に核燃料施設等）（次ページ）

b. 現場における気付き事項に係るスクリーニングの相場感醸成

気付き事項を前広に収集して、本庁も含め情報共有／議論

c. チーム検査と使用前／施設検査の併存状況における効率的な検査実施

（６）その他

a. 試運用フェーズ３の説明会実施（希望事業者）

b.検査結果等の情報発信等について地域関係者等と調整の上、試運用を

実施（年内実施予定）

2

１．試運用フェーズ３の概要（２／３）



3

② 実用発電用原子炉の安全重要度評価手法の検討を継続

① 核燃料施設の安全重要度評価の実施

・試運用フェーズ３での指摘事項の重要度評価
・模擬意見聴取会の実施（フェーズ２での未実施分の評価結果を含む）
・火災防護、閉じ込め機能等に係る事例を対象とした評価
・SERP及び意見聴取会に係る実施要領（手順・手続き）の整備

核燃料施設等については、以下の事例などについて模擬SERPを行い重要度の評価を行う。
・JAEA大洗研究開発センター燃料研究棟における核燃料物質の飛散による作業員の
被ばく事故（平成29年６月６日）

評価結果については実用発電用原子炉と同様に模擬意見聴取会を実施する。

③ 安全重要度評価ガイドへの反映

安全重要度評価に関する検討については、フェーズ１で安全重要度評価ガイドの整備、フェー
ズ２で模擬SERPの開催等による事例検討を行ったところ。

試運用フェーズ３の安全重要度評価については、以下の３点について取組を進める。

事業者からの修正意見や模擬SERP及び模擬意見聴取会における検討や指摘を踏まえ、安全
重要度評価ガイドを修正する。

１．試運用フェーズ３の概要（３／３）
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２．フェーズ３での新たな試運用範囲（１／２）

評定結果による監視程度
懸念事項への重点的対応
リスクの大小に応じた軽重

結果の通知・公表

検査結果・評定結果
（各々の重要度の評価
や評価理由、懸念事項

の有無等を含む）

検査

強制措置
許可取消等や措置
命令、報告徴収等

① 検査における気付き事項
② 安全確保の水準の指標の実績

プラントごとの総合的な評定

個別事項の重要度評価を活用し、監視領域の
パフォーマンスの劣化状況を評価するなどし
て、プラントごとに総合的に評定
（アクションマトリックスによる評定）

個別事項の安全重要度の評価(SDP)
気付き事項等を安全上の重要度で分類※

・パフォーマンスの劣化
・リスクの程度の評価

基本検査 追加検査

特別検査

被規制者の保安活
動の実施・改善

更なる安全性向上

※ 重要度に応じて複数段階に分類
（赤、黄、白、緑、マイナー）

指導等
改善措置の実施、
改善状況の報告等

監視程度設定
アクションマト
リックスの列に応
じた監視程度

対応措置

：フェーズ３で新たに試運用を行う箇所
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緑?指摘事項 緑

SERP予備会合(Preliminary SERP)
【メンバー】

主催：担当課長（実用炉、核燃料 or専門検査）
検査監督総括課長
検査評価室長

評価結果に対する意見聴取会(RC)
事業者からの要望があれば開催し、意見を聴取。
事業者は会議に出席する代わりに書面の提出でも可。
SERPメンバーが主催・対応。

SERP本会合(Final SERP)
※メンバーは予備会合と同じ

異議申立て会合(Appeal Panel)
【メンバー】
主催：原子力規制部長

担当審議官、担当課長、検査監督総括課長、検査評価室長
（法規担当参事官、規制企画課長、技術基盤課長他※事案により出席者を変更）

事業者から
異議申立て

【白以上】

評価結果の通知
(Choice letter)

【説明者】
担当課管理職（企画調整官）
評価担当者
検査官（所長）

結果通知原子力規制委員会での審議・了承

S
E
R
P
プ
ロ
セ
ス

異
議
申
立
て
プ
ロ
セ
ス

事業者から意
見陳述要望

最終決定通知
(Final letter)

：フェーズ３で新たに試運用を行う箇所

２．フェーズ３での新たな試運用範囲（２／２）


